
©2016「湯を沸かすほどの熱い愛」製作委員会

日　時　〔トークイベント〕
　　　　2020年11月14日（土）14：30～ 　（約90分）

　　　　〔上映会〕
　　　　『湯を沸かすほどの熱い愛』
　　　　2020年11月 7日（土）14：30～　（約125分）
　　　　2020年11月14日（土）10：00～　 （約125分）

　　　　※すべて開始60分前に開場

会　場　京都府立京都学・歴彩館　1階　大ホール
料　金　上映会： 各回500円／トークイベント： 1,000円
申　込　事前申込制　※詳細は裏面をご覧ください。　
定　員　各回240名程度
　　　　　　
　　　　　　※定員に達し次第、お申し込みを締め切らせていただきます。
　　　　　　※新型コロナウイルス感染症対策のため席数を制限しております。

主　催　京都府立京都学・歴彩館 指定管理者
　　　　「コングレ・日本管財・丸善雄松堂共同事業体」
協　力　京都府立京都学・歴彩館

映画監督

中野 量太 ×

   作曲家

  渡邊 崇

アカデミー賞を獲れた理由、ちょっとだけ教えます」

トークイベント　「落ちこぼれ助監督と元・大工が

上映会　『湯を沸かすほどの熱い愛』（脚本・監督：中野 量太　音楽：渡邊 崇）



①マスクのご着用と入口での検温にご協力ください。
　※37.5度以上の方は入館をお断りします。（その他、主催者の判断によりお断りする場合がございます）
②手洗いやアルコール消毒にご協力ください。
③万が一、感染が発生した場合に備え、来館者名簿の記入等にご協力ください。

  【お申込み方法】 事前申込制 ［座席の指定はできません。また、11月14日（土）は会場入れ替え制です。］
    ①歴彩館ホームページ（http://rekisaikan.jp/）内、当イベントページのお申込フォームへお進みください。
        （複数でのご参加を希望の場合は必ず〈参加者名〉、〈参加人数〉を備考欄に入力ください。）
     ②お電話でも承っています。　＜京都府立京都学・歴彩館 (075-723-4831)＞
         受付時間9:00～17:00、休館日（10/14、11/3、11/11）を除く。（申込締切は各開催日の前日の17:00まで）
     ③当日はお支払い、チケット発行が必要ですので、早めのご来場にご協力ください。※いずれのイベントも開始60分前に開場。　

11月14日（土） トークイベント　「落ちこぼれ助監督と元・大工がアカデミー賞を獲れた理由、ちょっとだけ教えます」 

 〒606-0823　京都府京都市左京区下鴨半木町1番地29
▶JR・近鉄京都駅、阪急烏丸駅から　京都市営地下鉄烏丸線「北山」駅下車 （①出口） 南へ徒歩約4分
▶京阪出町柳駅から　京都市バス 1系統　「府立大学前」（北大路通）下車 北へ徒歩約6分
▶JR二条駅から　京都市バス 206系統　「府立大学前」（北大路通）下車 北へ徒歩約6分
▶敷地内駐車場（24時間） ※台数に限りがございます。(約30台)
　基本料金　8:00～22:00　300円/60分  ・  22:00～8:00　100円/60分
　最大料金　平日：800円/日　休日：1,100円/日

『チチを撮りに』（2012）での出会いをきっかけに、『湯を沸かすほどの熱い愛』(2016)、『長いお別れ』(2019)、10月2日公開の『浅田家！』(2020)など数々の作品を
共作してきた映画監督・中野量太と作曲家・渡邊崇の対談企画。それぞれが映画監督と作曲家を目指すことになったきっかけや二人の出会い、そして日本アカデ
ミー賞を受賞した際のエピソード、『浅田家！』の制作秘話など、幅広くトークを繰り広げます。参加の皆さまからの質問コーナーも予定しています！

中野 量太（なかの・りょうた）
1973年生まれ。京都府出身。
大学卒業後、日本映画学校（現・日本映画大学）に入学。2008年、文化庁若手映画作家育成プロジェクトに選出され、35㎜フィルムで制作した短編映画『琥珀色のキラキラ』
が高い評価を得る。その後、『チチを撮りに』（2012）が、第9回SKIPシティ国際Dシネマ映画祭にて日本人初の監督賞を受賞、第63回ベルリン国際映画祭正式招待を皮切り
に各国の映画祭に招待され、国内外で14の賞に輝く。商業映画デビュー作となる『湯を沸かすほどの熱い愛』（2016）では、第40回日本アカデミー賞主要6部門を含む35冠
を果たし、第90回米アカデミー賞外国語映画部門の日本代表に選ばれる。2019年には『長いお別れ』が公開されロングランヒットに。独自の感性と視点で、家族を描いた最
新作の『浅田家！』(2020)は、10月2日(金)に公開。

渡邊 崇（わたなべ・たかし）
1976年生まれ。広島県出身/大阪音楽大学教授。
『舟を編む』（2013）で第37回日本アカデミー賞優秀音楽賞受賞。『湯を沸かすほどの熱い愛』（2016）、『帝一の國』（2017）、『パンとバスと２度目のハツコイ』（2018）、『トラ
さん ‐僕が猫になったワケ‐』（2019）、『浅田家！』（2020）等の映画音楽、室内楽コンサート用の楽曲等書き下ろし多数。音楽を担当した平林勇監督作品『663114』（2011）
がベルリン国際映画祭で特別表彰、毎日映画コンクール大藤信郎賞などを受賞。その他にも音楽を担当した映画がカンヌ国際映画祭、ヴェネチア国際映画祭など多くの映
画祭で上映されている。松尾スズキ作・演出、長澤まさみや阿部サダヲらが出演する新作ミュージカル『フリムンシスターズ』（2020）でも音楽を手掛ける。

《入館にあたってのお願い》

11/7 Sat.
14：30～　上映会　
『湯を沸かすほどの熱い愛』
(脚本・監督：中野 量太　音楽：渡邊 崇) 

11/14 Sat.

©2013『舟を編む』製作委員会©2016『湯を沸かすほどの熱い愛』製作委員会

10：00～　上映会 　 

『湯を沸かすほどの熱い愛』
(脚本・監督：中野 量太　音楽：渡邊 崇) 

14：30～　トークイベント　
映画監督　中野 量太 × 作曲家　渡邊 崇
「落ちこぼれ助監督と元・大工が
アカデミー賞を獲れた理由、ちょっとだけ教えます」
※上映会のみ、またはトークイベントのみのご参加も可能です。

京都府立京都学・歴彩館
ホームページQRコード
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